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研究成果の概要（和文）：(1)当初２年間は、新たな史料を掘り起こすため、ドイツにおける調

査を集中して行った。(2)研究期間最終年度に、学会シンポジウム（日本西洋史学会、ドイツ現

代史学会）および公開シンポジウム（同志社大学人文科学研究所）において、史料調査に基づ

く研究成果を発表した。(3)３年間を通じて海外研究協力者（ホッケルツ・ミュンヘン大学教授）

との連携を進め、2011 年 3 月に同大学クラー博士を招聘し京都において２日間のセミナーを開

催した上で、同年 11 月、ミュンヘンにおいて Max-Planck-Institut für Sozialrecht und 

Sozialpolitik in München、Zentrum für zeithistorische Forschung Potsdam と共催で公開ワ

ークショップを開催した。 

 
研究成果の概要（英文）：(1) The first two years of the research period were devoted to 
finding and collecting new historical materials in Germany. (2) In the third year, the 
results of our concerted research of these materials were presented at the symposia of 
the Japanese Society for the Occidental History, the Society for the Modern German History, 
and the Institute of Human Sciences (Doshisha University), respectively. (3)In addition 
to these, throughout the research period, we established close connections with Professor 
Hockerts and Dr. Kuller of the University of Munich. As a result of this cooperation, 
we held two-day research seminar with Dr. Kuller in Kyoto in March 2011 and an open workshop 
jointly sponsored by the“Max-Planck-Institut für Sozialrecht und Sozialpolitik in 

München” and the “Zentrum für zeithistorische Forschung Potsdam” in Munich in 

September 2011. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)本研究の基軸となった「社会国家性」概念
は、海外研究協力者であるホッケルツ・ミュ
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ンヘン大学教授によって 1990 年代にドイツ
現代史研究に導入されたものであるが、日本
を含む 20 世紀社会の比較研究のツールとし
ての可能性はまだ検証されていなかった。 

 

(2)本研究の代表者と分担者および研究協力
者は研究開始時点で、特定の研究支援を受け
ていないインフォーマルなワークショップ
の成果を公刊（川越・辻編『社会国家を生き
る』法政大学出版局、2008年）しており、本
研究ではそれを通じて獲得された、ドイツ社
会国家の歴史を制度および政策の歴史とし
てではなく、政策の対象となり文字通りその
制度を「生きた」人々の側から描くという視
点を継承・発展させることが課題となった。 

 

 

２．研究の目的 

「社会国家性」という概念を基軸にすえ、「社
会国家を生きた」家族に分析対象を絞りこみ、
家族と社会国家の関係の変化を共通の分析
枠組みを使って検証することによって、戦後
「西ドイツ」社会を 20 世紀ドイツ社会史の
流れのなかに埋め込み、その歴史的特質を浮
かび上がらせることを基本目的とした。 
 

 

３．研究の方法 

本研究では、下図に示した共通の分析枠組み
に沿った個別研究をベースに、京都、東京、
名古屋で開いたワークショップ（初年度５回、
第２年度６回、最終年度４回）における報告
と相互討論を通じて、凝集性の高い共同研究
を遂行するとともに、新たに中間組織という
概念を設定し研究目的の具体化を図った。 

 

 
 
 
４．研究成果 
「研究成果の概要」において挙げた４つのシ
ンポジウムないしワークショップのうち、
Workshop:Japanische Perspektiven auf 

den deutschen Sozialstaat im ‘langen’ 20. 

Jahrhundert（2011年9月8日、Max-Planck- 
Institut für Sozialrecht und Sozialpolitik, 

München）における報告者と報告題名（ペー
パーのみの参加者を含む）をテーマ別に提示
することによって、研究成果の全体像を明ら
かにする。 
 

(1)社会国家のダイナミズム 

―家族をめぐる包摂と排除 

馬場：Hauspflege in der Weimarer Zeit. 

北村：Kriegsversehrtenversorgung in der 

Bundesrepublik in den 1950er Jahren. 

 

(2)揺れる社会国家 

―家族の多様化とジェンダー秩序 

水戸部：Das Mythos „Moderne Familie“. 
Vom Kaiserreich bis in die 80er Jahren. 

白川：Die Familie und der Sozialstaat im 

Wandel. Aus der Debatte der CDU in der  

zweiten Hälfte der 70er Jahre. 

石井：Väter im Sozialstaat. Der politische 

Entscheidungsprozess des Erziehungs- 

geldes in Japan und Deutschland von den 

1960er zu den 1980er Jahren. 

 

(3)社会国家と中間組織 

―国家・市場・家族をつなぐもの 

辻：Kontinuitäten und Diskontinuitäten 

des intermediären Sektors in der Bonner 

Republik und in der DDR. 

服部： Das Familienbild in der Natur- 

heilbewegung der wilhelminischen Zeit: 

Zur Analyse der Artikel aus „Der 

Naturarzt (Organ des Deutschen Bundes 

der Vereine für naturgemässe Lebens- und 

Heilweise)“. 

中野：Freie Wohlfahrtspflege im Sozialstaat. 

Am Beispiel der Caritas in der BRD in den 

1950er Jahren. 

川越：Gab es in der ehemaligen DDR 

intermediäre Organisation? Zu den 

Aktivitäten der Volkssolidarität. 

 
なお、上記の(１)に原（「ヴァイマル期のク
ライン・レントナー問題－中間層単身女性の
老年期」、(3)に服部・辻（「社会国家化のオ
ルターナティブ－世紀転換期の自然療法運
動と生活改革運動」）の２論文を加えた形で、
３年間の研究成果を 2012 年度中にまとめ、
出版する予定である。 
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